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学校でのいじめに関するご相談は

●いじめ110番：042・724・2867
障がいがある児童・生徒の就学・進学に関するご相談は

●就学相談：042・793・3057
子どもの教育上の問題に関するご相談は

●教育相談：042・792・6546

2024 年
3 月 20 日

No.113

充
実し

た学
校教育の実現

で

4面 　 市立図書館電子書籍サービス
のご案内

3面 　 学びの多様化プロジェクト／
町田市特別支援教育推進計
画

2面 　 新たな学校づくりを進めて
います／中学生の職場体験 まちだの教育

　町田市では現在、市内3か所で給食センターの建設工事を行っており、
中学校給食は開設する給食センター等から配送する学校を4つのエリア
に分け、2024年9月（2学期）から順次、食缶形式による「全員給食」を
開始します。

2024年9月（2学期）から中学校全員給食を順次開始します

✿中学校全員給食の開始時期✿
2024年9月 堺エリア（堺中学校） ※ゆくのき学園はすでに全員給食
2025年1月 鶴川エリア（鶴川・鶴川第二・薬師・真光寺・金井中学校）
2025年4月 町田忠生小山エリア（町田第一・町田第二・町田第三・木曽・

山崎・忠生・小山田・小山中学校）
2025年9月 南エリア（南大谷・南・成瀬台・南成瀬・つくし野中学校）

お問い合わせ 保健給食課　☎ 042・724・2177

　献立は、自校式の小学校と同様に市の栄養士が作成し、「美しく味良
く」、「温もり」を感じて「四季を愉しむ」町田市ならではの学校給食を、
丁寧につくり、子どもたちに届けていきます。
　また、食物アレルギーをお持ちの生徒の方にも安心して給食を食べて
いただけるよう、主たるアレルギー食材を使用しない専用の献立もご用
意します。

中学校の全員給食の詳細
はまちだ子育てサイトを
ご覧ください

温かいものは
温かく！

お問い合わせ 教育総務課　☎ 042・724・2172

　町田市教育委員会は、市民一人ひとりが、学びを通し
て自らの生きがいを見つけ、他者への理解を深め、学び
合うことで、自らが望む未来を創造することができる地
域社会の構築を目指します。

教 育 
目 標

「自ら学び、あなたと学び、
ともに創る町田の未来」

計画の本編や概
要版は、二次元
コードからご確
認ください。

新たな学校づくりの推進
安心できる通学環境の整備
学校プール施設の機能向上 
生涯学習情報のデジタル化の推進と
学習相談体制の整備

基本方針Ⅲ 将来にわたり学ぶことができる環境を整備する
学校施設活用の推進 
図書コミュニティ施設の運営支援 
学びのネットワークづくりの促進
教員が担う業務の負担軽減 
学校支援体制の強化

基本方針Ⅳ 地域とともに学ぶ力を高める

えいごのまちだの推進
STEAM教育の視点を取り入れた科学教育の充実
町田市の未来の学びLab
学校給食を活用した食育の推進
児童生徒が主体的に考え、伝え合う機会の充実
学びの入口の充実

未来を切り拓くために生きる力を育む基本方針Ⅰ

　教育目標を実現するためには、 市民が生涯にわたって学び続ける学習者としての土
台を学校教育にて培うとともに、いつでも学ぶことができる環境を生かし、生涯を通
して学び続けていくことが必要と考えます。
　このことから、「学び続ける力」を基本方針、施策及び重点事業に組み込んでいます。

特 徴 基本方針・施策に組み込む要素
学び続ける力

持続可能で魅力があり、満足感を得られるような取組主な取組
　この計画に位置付ける全ての取組は、持続可能で魅力があり、教育に関わる全ての人が満足感を得られるように、児童生徒や教員、市民などが求
めているニーズ、環境変化を踏まえた町田市の強み等の視点で新規事業の創出や既存事業の見直しを行いました。
　以下に、各基本方針の主な重点事業を紹介します。

不登校児童生徒への支援の充実
特別な支援を必要とする児童生徒への支援
帰国・外国籍児童生徒等への日本語指導の充実
多様な図書館サービスの提供 

一人ひとりの多様な学びを推進する基本方針Ⅱ

注： 　 をつけているものは、町田市教育プラン24－28から新たに重点事業に位置づけた取り組みです。

策定しました。
を

　町田市の教育振興基本計画である「町田市教育プラン24-28」が完成しましたのでお知らせします。
　2024年度から、市民の皆さまが学びを通してそれぞれの望む未来を創造することができるように、
新たな教育目標を掲げます。そして、その実現に向けて様々な取り組みを推進していきます。


